
ナ
タ
ー
ー
ナ
ナ

し
て
銅
候
邸
有
之
、
銅
慌
し
候
附
也
。
』
と
あ
る
。
こ

れ
ら
の
烈
附
明
石
と
い
ひ
玉
石
と
い
‘
ぬ
も
の
は
、
皆
璃

踏
の
こ
と
で
あ
ら
う。

ナ
ダ
ハ
マ
ヤ
ヲ
シ

灘
涜
薬
師

J
カ
イ
ダ
ウ
イ

y

摂
政
院
。

ナ
ダ
マ
ハ
リ

滋
廻
り

l
了
マ

マ
チ

縦
士
町
。

ナ
主
主
チ
那
谷

道

能

挺
川
小
松
か
ら
西
三

粁
宇
一
地
ぎ
、
今
江
に
↑
甲
山
る
時
は
那
谷
遣
の
入
口
が
あ

る
。
そ
れ
か
ら
江
沼
郡
那
符
ま
で
の
聞
に
、
前
川
利

治
が
朗
々
に
杉
を
航
ゑ
さ
せ
た
と
い
」
。

ナ
h
F
Z
ヨ
ウ
オ
ウ
イ
ン
ニ
ツ
キ

那
谷
明
王
院
日

記

江
泊
柑
那
谷
寺
中
明
王
院
の
併
翁
伏
の
軒
で
あ

る
。
江
沼
志
に
此
の
訟
を
引
い
て
、
天
文
二
十
年
左

衛
門
少
附
官
版
活
任
と
銑
伏
と
附
答
の
飲
や
-
秘
せ
て

ゐ
る
。
魚
依
は
永
品
開
二
年
九
且
什
凶
日
に
泊
化

L
、

川
正
院
は
後
に
縦
世
ら
れ
た
。

ナ
ツ
カ
ハ
ヅ
夏
か
は
づ

一
山
。
行
此
別
間
後
に

於
け
る
京
都
及
び
金
部
の
追
善
俳
針
及
び
諸
家
の
市

何
等
を
械
せ
る
。
天
保
壬
況
謀
総
室
の
序
、
天
保
壬

坑
水
無
舟
山
世
間
助
金
総
泌
の
叫
叫
が
あ
る
。
京
一
術
展
中
兵

衛山慨。
ナ
ツ
グ
リ
夏
栗

割
引
咋
抑
制
刊
水
大
保
正
に
あ
る

部出問。ナ
ヅ
ミ
ヒ
メ
ジ
ン
ジ
ヤ
奈
豆
美
比
峰
神
社

羽

咋
榔
安
旅
見
に
銀
座
す
る
。
式
内
等
…
的
制
記
に
、雲市

思
決
均
時
制
枇
。
式
内
一
座
。

到
茂
庄
内
安
公
判
叙

館
。
祭
制
安
川
辺
氏
制
御
山
玉
抑
制
命
。
今
抑
制
昌
明
大
明

榊
φ

』と
見
え
て
、
泳
胞
の
頃
に
は
明
大
明
耐
と
い
う

た
が
、
今
は
ま
た
奈
摂
柴
山
時
制
枇
と
別
し
て
ゐ

る
。-7

デ
シ
コ
奈
て
し
乙
一

加
。
天
明
三
年
出
即

一
nMm悲

O

相
宮
古
言
の
古
智
巾
に
見
え
る
も
の
を
抄

録
し
、
そ
の
出
加
を
記
し
て
息
女
に
奥
へ
た
も
の
で

あ
る
。
山
山
間
制
風
雅
に
は
若
者
自
ら
此
の
簡
の
こ
と
を

女
戒
腿
餐
と
記
し
て
ゐ
る
。
天
明
第
四
き
さ
ら
き
秩

芳
粁
閉
山
川
の
序
が
あ
る

o
m附
は
梯
一
大
柳
の
別
訟
で

あ
る
。

子
を
以
て
代
る
々
々

叩
〈
を
正
式
と
し
た
が
、
多
く

は
芹
の
み
を
樹
木
で
探
し
、
擦
は
一
見
に
摘
の
上
に
鋸

ゑ
て
脅
訟
を
大
な
ら
し
め
る
や
う
に
批
虫
歯
し
た
。
そ

の
喝
詞
に

『
な
ド
~
/
¥
七
草
な
，つ
な
、
ち
ゃ
う
ど
の

鳥
と
、
日
本
の
烏
と
、
渡
ら
ぬ
先
に
、
か
ち
合
は
い

て
ぽ
と
ノ
ー
。
』
と
緑
返
し
た
が
、
そ
れ
は

『底
土
の

烏
が
日
本
の
土
地
へ
渡
ら
ぬ
先
に
務
七
草
雌惜
し
て
云

h
k

』
と
い
ふ
べ
き
も
の
L
側
部
だ
と
い
ひ
、
節
調
底

土
の
Mm
は
山
地
取
烏
で
あ
る
。

こ
の
日
士
家
の
少
年
・

若
疎
開
甲
未
明
に
起
き
出
で
、
上
下
を
者
け
て
こ
の
行

郁
を
な
し
、そ
の
芹
を
附
と
共
に
弼
に
混
じ
て
食
ひ
、

七
草
粥
と
群
し
て
寓
病
を
除
〈
務
仰
と
し
た
。

ナ
ナ
ヲ
ポ
七
窪

河
北
郡
金
津
庄
に
邸
す
る
地

名
。
そ
の
名
都
は
所
々
に
凹
凸
あ
る
に
起
る
。
=一州

奇
談
に
七
秘
の
制
弧
の
請
が
閉山さ
れ
て
日
る
。
明
治

中
に
京
h

リ
鉢
伏
新
法
び
笠
防
の
小
ザ
笠
島
新
を
合
併

し
て
、
部
訴
の
名
抑
制
を
七
径
と
し
た
。

ナ
ナ
ザ
ミ
ダ
レ
七
さ
み
だ
れ

一
加
。
小
松
の

剖
人
里
各
組
。

正
徳
四
年
京
嬬
屋
治
兵
衛
板
。

小
松

公
倒
帰
以
北
の
例
人
容
伊
勢
の
掠
苑
を
迎
へ
て
、
安

宅
陵
部
の
何
を
列
ね
、
文
一
品
昂
悶
の
投
句
に
よ
る
歌

仙
七
怨
を
綴
っ
た
か
ら
題
名
を
取
る
。
序
は
叩
午
皐

月
日
不
況
舎
入
門
宇
中
)
。

ナ
デ
ン
ノ
イ
ハ
ヤ

那
殿
の
窟

能
安
部
赤
瀬
の

持
山
に
あ
り
、

那
天
と
も
識
す
る
。
管
制
叫
脅
蛍
ん
が
あ

っ
た
。
そ
の
本
館
は
失
は
れ
た
が
、
脇
立
の
み
は
今

も
民
家
に
減
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

ナ
ナ
イ
ネ
ジ
ゾ
ウ
七
稲
地
蔵

安
政
況
年
米
償

問
円
の
際
金
内
卯
炭
山
に
殺
っ
て
、七

n十
一
日
・イ

一
一
日
の
夜
、
食
を
得
る
能
は
ぬ
こ
と
を
絶
叫
し
た
即
時

に
凶
り
刑
死
し
た
卯
民
の
妥
結
能
山古
屋
佐
昔
、
同
町

の
日
稼
河
阪
市
屋
文
右
衛
門
・一両締
屋
粥
左
衛
門
・越

巾
民
卯
兵
術
駅
伝
茜
育
-
M
T
凶
尽
孫
共
術
及
び
大
衆

兎
の
日
桜
北
市
山
田市
布
術
門
の
一品
耐
を
祈
る
岱
に
、

侠
特
約
同
州
民
政
右
衛
門
容
が
建
設
し
た
七
間
の
地
磁

石
像
で
、初
め
捌
脅
坂
の
沿
道
に
在
っ
た
が
、今
は
脱

宜門町
日間
終
寺
の
門
前
に
移
し
て
あ
る
。
併
し
公
悲
の

記
録
で
は
例
v
目
さ
れ
た
も
の
が
、
卯
民
の
髪
結
能
美

底
奥
日
(
術
、
同
町
の
日
稼
河
以
市
民
方
文
左
衛
門

・

越
巾日
出山
十
日
ハ
術

・
脱
届
滋
共
街
、
む
日
剛
山
日
桜
北

市
民
市
治
山間
門
六
人
と
い
ふ
こ
と
に
な
っ
て
日
。
、

七
新
地
械
の
平
川
町
陸
路
兵
衛

に
相
抗
す
る
名
を
見

ぬ
。
獄
死
で
も
し
た
の
で
あ
ら
う
か
。

ナ
ナ
カ
マ
七
釜

江
部
滞
日
明
祭
寺
の
内
の
地
名
。

江
副
芯
制
に
、
販
制
点
寺
村
の
制
に
七
鐙
と
い
ふ
加
が

あ
る
。

制
苛
こ
の
村
の
利
七
入
銀
座
の
銭
前
に
行
か

う
と
し
て
、
舟
で
吉
崎
に
F
っ
た
際
溺
死
し
た
の
を

界
っ
た
肌
で
あ
る
と
閉
山
す
る
。

ナ
ナ
タ
サ
七
草

七

草
の
説
川闘は、

滞
政
の
時

E
H
n
七
日
に
行
は
れ
、
そ
の
日
を
入
日
と
い
う
た
。

え

Jve
ぇ

・

シ

ロ

ゴ

キ

司
au
--a
u、ヲ

こ
の
日
舷
・
説
初
・芹
・務
・鼠
犯
・前面謹

・
似
座
を
銀

上
に
也
君
、
制
木
・
庖
丁
・火
箸
・
新
・切
匙
・
十
能
・
杓

ナ
ナ
シ
モ
キ
な

?
Lも
き

金
仰
の
例
入
部
庵

府
例
七
胤
忌
の
趨
悼
の
伐
に
し
た
句
集
で
、
府
仰
の

『
死
な
ば
こ
h

商
と
東
に
同
月
と
花
』
を
設
句
に
し
た
附

合
そ
の
他
が
載
せ
ら
れ
る
。
眉
山
門
初
代
U

序
。
一
一尽
勝

町
一
世
助
が
板
元
で
あ
る
が
、
出
版
年
用
を
犯
し
て
な

い
。
外
組
は
七
新
忌
の
訟
で
あ
ら
う
。

ナ
ナ
セ
ダ
キ
七
瀬
漣

臥
草
郡
大
都
な
る
桶
髄

の
一
名
で
あ
る
。
能
m
R
名
跡
志
に
、『
小
川
村
よ
り
大

梓
村
(
上
大
海
カ
U

の
聞
に
七
期
の
揃
酬
と
て
名
所
あ

り
。
言
問
に
も
副
即
し
た
る
所
な
り
。
』
と
あ
る
の
は

六
二
四

ιr

，
 

男
女
禰
を
絞
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

ナ
ナ
タ
キ
七
海

J
ナ
ガ
タ
キ

長
制
。

ナ
ナ
ツ
カ
七
塚

河
北
郡
金
持
庄
に
山
田
す
る
地

名
。
天
正
十
四
年
正
月
前
川
利
家
制
刑
目
黒
柿
品
川
在
子

村
刊
に
、『
ね
ぶ
七
村
・
相
前
附
村
・日
松
村
・七
塚
村
・か

る
か
野
村
云

々
。
』
と
あ
り
、
改
作
岡
山
山
由
記
に
、
七
原

村
は
白
隠
・外
日
角
・秩
箭
・北
・
太
郎
兵
衛
尿
ハ
後
越

線〉

松
前
・
木
裕
の
七
村
で
あ
る
と
犯
す
。

ナ
ナ
ツ
ザ
カ
七
ッ
坂

能

楽
柳
沼
市
，
槻
池
川掛
か

ら
白
山
へ
の
殺
協
巾、

m
-m
一
入
部
O
米
の
餓
山地今

喉
を
泌
沿
ず
る
と
き
は
、
小
坂
制
約
い
て
起
伏
し
、

七
ッ坂
御
厩
な
ど
の
抑
制
が
あ
る
。

ナ
ナ
ツ
ジ
マ
七
y
島

問一
京
都
名
舟
の
領
に
臨

し
、
崎
町
の
北
二
O
粁
よ
り
ご
三
粁
川
に
大
小
七
制

の
ぬ
娯
が
あ
る
。
こ
れ
等
は
熔
岩
京
地
の
海
蝕
に
よ

り
分
離
し
た
も
の
ら
し
〈
、
そ
の
中
川
胤
大
な
る
を
大

日
と
い
ひ
、
之
に
次
ぐ
や
」
荒
三
子
町
・

御
厨
ね
と
い

ひ
、
小
な
ろ
は
縦
股
日
・
能
向
・ね
附
子
ぬ

赤
ぬ
で

あ
る
。
そ
の
同
回

一
六
O
O米
よ
り
九

O
米
に
来
。
、

各
品
川
刷
版
る
こ
と
一
泊
O
O米
よ
り
一

0
0
0米
に
京

る
。
今
粁
物
析
に
、
光
初
よ
り
航
悦
一

日
一

夜
に
し

て
山地
の
股
属
品
に
京
る
と
い
ふ
も
の
は
是
で
あ
る
。

能
且
有
名
跡
芯
に
、
『
名
舟
村
は
雨
芯
見
の
郷
也
。
云

。々

七
つ
ぬ
へ
は
七
里
あ
り
。
云
々
。
巾
出
輸
品
と

論
あ
り
て
此
利
の
釦
に
な
U
し
也
。
』
と
あ
り
、
税
政

の
閣
は
名
品川
の

ω民
こ
L

に神山

U
て
、
多
く
の
お
山
間

を
銃
獄
し
、
犯
に
応
役
鋭
六
十
円

・
迎
上
鋭
ニ
併
す

五
匁
を
上
納
す
る
例
で
あ
っ
た
。
今
は
輪
島
お
士
の

漁
直
と
な
っ
て
ゐ
る
が
、
地
加
は
依
然
名
舟
に
闘
す

る。
ナ
ナ
ツ
ド
ウ
グ
七
γ
道
具
開
山
政
の
時
、
年
前

の
如
き
高
級
の
士
が
、

公
式
の
行
列
に
随
従
せ
し
め

た
七
日
開
の
誼
HH
。
祭
傘
・
京
傘
持
紛
・
挟
箱
・笠間四・


